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■　専修大学140周年ロゴ/石巻専修大学30周年ロゴ

専修大学は2020年に
創立140周年を迎えます

進
ん
で
い
る
。

　
新
校
舎
は
靖
国
通
り
に
面

し
、
地
上
16
階
建
て
。
多
目

的
ホ
ー
ル
や
教
室
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
な

ど
が
入
る
。

15
階
は
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ロ
ア
と
し
、
教
員
や

学
生
、
留
学
生
ら
が
多

彩
な
交
流
を
行
う
。
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
学
生
が
留
学

準
備
や
異
文
化
体
験
の

場
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
法
・
商
両
学
部
の

学
生
も
、
教
員
や
他
学

部
の
学
生
と
交
流
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
１
階
に
は
カ
フ
ェ
を

併
設
。
サ
ク
ラ
な
ど
を

植
栽
し
、
地
域
に
開
か

れ
た
空
間
と
な
る
。

　
完
成
は
２
０
２
０
年

春
の
予
定
。

　
２
０
２
０
年
４
月
、
商
学

部
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
全

面
移
転
す
る
。「
１
１
０
年

を
超
え
る
『
計
理
専
修
』
の

実
学
教
育
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
神
田

に
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
大
き

な
花
を
咲
か
せ
た
い
」
と
渡

辺
達
朗
商
学
部
長
は
話
す
。

　
商
学
部
は
１
９
０
５
年
、

神
田
で
「
商
科
」
と
し
て
誕

生
、
職
業
会
計
人
を
多
く
養

成
し
て
き
た
。
今
回
、
70
年

ぶ
り
に
発
祥
の
地
に
戻
り
、

実
学
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
。
現
在
で
も
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
は
企
業
や

地
域
と
連
携
し
た
課
題
解
決

型
教
育
を
実
践
し
て
い
る

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
政
治
の
中

心
地
に
近
い
神
田
移
転
に
伴

い
、
さ
ら
に
企
業
や
地
域
と

の
連
携
を
強
く
し
て
い
く
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
の
４

コ
ー
ス
の
う
ち
１
コ
ー
ス
を

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ナ
リ
テ
ィ

ク
ス
」
コ
ー
ス
と
し
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
や
Ａ
Ｉ
の
活

用
な
ど
を
積
極
的
に
学
ぶ
。

　
会
計
学
科
は
公
認
会
計
士

や
税
理
士
を
希
望
す
る
学
生

が
多
く
、
法
学
部
の
授
業
を

履
修
す
る
こ
と
で
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
学
び
が
期
待
で

き
る
。
会
計
関
連
資
格
を
取

得
し
た
場
合
、
単
位
認
定
す

る
制
度
の
導
入
も
予
定
し
て

い
る
。

　
渡
辺
学
部
長
は
「
神
田
移

転
に
よ
っ
て
、
地
域
、
企
業

と
の
つ
な
が
り
が
よ
り
広
が

る
。
学
生
一
人
一
人
の
個
性

を
伸
ば
す
教
育
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

多
様
な
経
験
を
基
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
、
授
業

の
中
で
相
互
交
流
し
、
地
域

・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
。
鈴
木
健
郎
准
教
授
（
現

・
商
学
部
）
は
「
留
学
先
で

体
験
し
た
こ
と
を
、
帰
国
後

に
学
問
的
に
捉
え
直
す
。
外

国
語
の
習
得
の
み
を
目
的
に

す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な

地
域
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
か
た
ち
に
つ
い
て
学
ん
で

い
く
」
と
目
的
を
語
る
。

　
文
学
部
日
本
語
学
科
か
ら

改
組
さ
れ
る
日
本
語
学
科
で

は
、
言
語
学
の
観
点
か
ら
過

去
と
現
在
の
日
本
語
を
学
ん

だ
上
で
、
国
際
社
会
の
中
で

の
日
本
語
の
在
り
方
に
も
向

き
合
う
力
を
育
て
る
。
日
本

語
を
母
語
と
し
な
い
人
へ
向

け
て
の
日
本
語
教
師
の
養
成

を
強
化
す
る
ほ
か
、
日
本
語

教
育
に
も
対
応
可
能
な
国
語

教
員
の
育
成
も
目
指
す
。
新

聞
社
の
校
閲
記
者
、
ナ
レ
ー

タ
ー
の
養
成
者
、
劇
作
家
な

ど
、
実
社
会
に
お
い
て
日
本

語
で
伝
え
る
こ
と
の
プ
ロ
に

触
れ
る
機
会
と
し
て
「
協
力

講
座
」
を
予
定
し
て
い
る
。

　
定
員
は
、
日
本
語
学
科
71

人
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
１
５
０
人
。

　
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス

に
開
設
さ

れ
る
国
際

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン

学

部

は
、
日
本

語
研
究
に
国
際
的
視
点
を
取

り
入
れ
る
日
本
語
学
科
と
、

留
学
と
複
言
語
教
育
で
世
界

の
多
様
性
を
学
ぶ
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

２
学
科
。

　
斎
藤
達
哉
教
授
（
現
・
文

学
部
）
は
「
自
国
・
他
国
の

文
化
を
理
解
し
て
い
な
い
と

本
当
の
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
図
れ
な
い
。

日
本
語
学
科
は
日
本
語
に
軸

を
置
き
な
が
ら
国
際
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
見
て
い
く
。

ま
た
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
複
数

の
言
語
を
学
び
な
が
ら
異
文

化
へ
の
深
い
関
心
を
多
面
的

に
捉
え
る
」
と
話
す
。

　
新
設
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
地
球

的
視
野
か
ら
多
様
性
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
に
、
高
レ
ベ
ル

の
語
学
習
得
を
図
る
。
英
語

に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
中
国
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
韓
国
語
か
ら
１
言

語
、
計
２
言
語
を
必
修
と

し
、
２
年
次
に
そ
の
言
語
圏

の
い
ず
れ
か
へ
の
半
期
の
留

学
を
必
修
と
す
る
。

　
帰
国
後
は
、
留
学
先
で
の

裁
判
員
制
度
10
年
で
関
連
本
出
版
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

豊
か
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
　
神
田
・
生
田
に
学
生
相
談
室
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

奥
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
「
国
際
的
な
視
野
を
養
お
う
」
…
…
…
…
…
…
…
❹

石
川
さ
ん
（
経
営
２
）
西
日
本
豪
雨
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
…
…
…
…
…
…
❺

学
校
法
人
専
修
大
学
　
本
年
度
事
業
計
画
・
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻
❼

専
大
に
国
内
留
学
　
初
の
女
子
学
生
３
人
も
…
…
…
…
…
…
…
10

石
巻
専
修
大
学

　
二
部
３
学
部
は
、
２
０
２
０
年
度
以
降
の
学
生

募
集
を
停
止
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

入学センターインフォメーション

【神田キャンパス】
☎03・3265・6677

【生田キャンパス】
 ☎044・911・0794

入試直前対策講座

神田 11.17（日）
11.10（日）生田

11.23
（祝・土）

仙台 郡山
新潟 長野
静岡 名古屋

キャンパスツアー

6～12月神田 生田

入試相談会

11.3（日）生田

オープンキャンパス

7.14（日）神田

6.16（日）
ペアレンツフェア

神田

8.24（土）・25（日）
8.3（土）・4（日）生田

2020.3.20（祝・金）
体験授業フェア

入試イベント
2019

異文化コミュニケーション学科
多様化する世界で他者と出会い
文化とコミュニケーションを学ぶ

国際社会とのつながりを考えながら
日本語を分析する

日本語学科

2020年 創立140周年 ８学部20学科に
　
２
０
２
０
年
、
専
修
大
学
は
１
４

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
年
度
の
経

営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
、

文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
開
設

に
続
き
、
20
年
度
は
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
新
設
、
経
済
学
部

学
科
再
編
、
商
学
部
神
田
移
転
、
そ

し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎
が

完
成
し
ま
す
。
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
大
学
改
革
が

実
を
結
び
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ー

ト
」
の
年
に
な
り
ま
す
。

　
専
修
大
学
は
、
創
立
当
初
か
ら

「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
い
う
視
点

を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、
創
立

者
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
現
代
版
に

解
釈
し
た
学
部
と
い
え
ま
す
。

　
本
学
は
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
１
期
生
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
、
訪
日
外
国
人
に
神
田
神
保
町
を

案
内
し
て
も
ら
い
た
い
。
商
学
部
の

皆
さ
ん
は
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の

担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
パ
リ
の

学
生
街
の
よ
う
に
、
学
生
と
地
域
の

方
が
集
う
「
神
保
町
３
丁
目
カ
ル
チ

ェ
ラ
タ
ン
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
一
方
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
地

域
と
の
つ
な
が
り
や
、
産
官
学
連
携

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
経
済
学
部
に
現
代
経
済
学
科

が
誕
生
し
ま
す
が
、
本
学
に
は
ほ
か

に
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
情
報
を
扱
う

学
部
学
科
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

各
学
部
が
連
携
し
て
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

佐
々
木
重
人
学
長

　
専
修
大
学
に
２
０
２
０
年

度
、
新
学
部
・
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
誕
生

す
る
。
４
月
26
日
、
文
部
科

学
省
に
設
置
を
届
け
出
た
。

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
は
日
本
語
学
科
（
文
学

部
日
本
語
学
科
か
ら
改
組
）

と
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
（
新
設
）
か
ら
な

る
。
新
学
部
の
設
置
は
２
０

１
０
年
の
人
間
科
学
部
以
来

10
年
ぶ
り
。

　
ま
た
、
同
日
、
経
済
学
部

新
学
科
の
設
置
に
つ
い
て
も

文
科
省
に
届
け
出
た
。
経
済

学
科
を
再
編
し
て
、
現
代
経

済
学
科
と
生
活
環
境
経
済
学

科
と
し
、
既
存
の
国
際
経
済

学
科
と
合
わ
せ
て
３
学
科
体

制
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

20
年
度
か
ら
専
修
大
学
は
８

学
部
・
20
学
科
に
な
る
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
既

存
の
法
学
部
に
加
え
、
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

移
転
す
る
商
学
部
の
３
学
部

が
展
開
さ
れ
る
。
３
学
部
共

通
科
目
を
設
置
し
、
シ
ナ
ジ

ー
効
果
を
高
め
る
。

　
複
雑
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
現
代
経
済
社
会
の
変

化
に
対
応
す
る
必
要
な
知
識

や
ア
プ
ロ
ー
チ
を
体
系
的
に

身
に
つ
け
る
た
め
、
経
済
学

部
を
３
学
科
に
再
編
す
る
。

新
設
の
現
代
経
済
学
科
で

は
、
経
済
理
論
を
積
み
重
ね

専
門
的
な
分
析
能
力
を
身
に

つ
け
る
。
生
活
環
境
経
済
学

科
で
は
、
暮
ら
し
や
生
活
の

質
に
関
わ
る
問
題
を
経
済
の

視
点
で
捉
え
る
。

　「
現
代
・
生
活
環
境
・
国

際
」
の
３
学
科
と
な
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
専
門

性
を
究
め
る
学
部
と
な
る
。

　
現
代
経
済
学
科
で
は
、
統

計
な
ど
を
基
礎
に
、
最
新
動

向
を
踏
ま
え
た
教
育
を
行

う
。
田
中
隆
之
教
授
は
「
経

済
理
論
や
歴
史
、
政
策
な
ど

経
済
学
の
全
領
域
に
わ
た
る

体
系
的
な
学
び
と
統
計
学
の

基
礎
を
身
に
つ
け
た
う
え

で
、
現
実
の
経
済
問
題
を
学

び
、
分
析
で
き
る
能
力
を
養

う
」
と
話
す
。
経
済
政
策
▽

企
業
産
業
▽
金
融
▽
経
済
理

論
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
ず

れ
か
を
選
択
し
、
学
び
を
深

め
る
。

　
生
活
環
境
経
済
学
科
は
、

都
市
・
自
然
環
境
、
福
祉
シ

ス
テ
ム
、
雇
用
環
境
な
ど
、

人
々
を
取
り
巻
く
生
活
環
境

に
着
目
し
、「
生
活
の
質
」

と
い
う
視
点
か
ら
経
済
を
学

ぶ
。
兵
頭
淳
史
学
部
長
は

「『
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、

ロ
ー
カ
ル
に
行
動
す
る
』
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
明
確

な
意
識
と
し
て
持
っ
た
学

科
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
生
じ
た
課
題
を
、
生
活
者

の
視
点
を
重
視
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
」
と
語
る
。
地
域

・
環
境
▽
福
祉
・
労
働
▽
社

会
経
済
史
▽
経
済
シ
ス
テ
ム

・
理
論
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
制

で
、
専
門
的
知
見
を
身
に
つ

け
る
。

時
代
は
新
し
く
な
る
。

経
済
学
部
も
新
し
く
な
る
。

NEW NEW

経済理論と統計学を
基礎から身につけ、
分析する力を養う

現代経済
学科

「生活の質」向上の
ため、課題を発見し

解決に取り組む

生活環境
経済学科
世界の多様な現実を

学び、現代の国際社会を
理解する

国際経済
学科

経済理論と統計学を
基礎から身につけ、
分析する力を養う

現代経済学科
「生活の質」
向上のため、
課題を発見し
解決に取り組む

生活環境
経済学科

世界の多様な
現実を学び、

現代の国際社会を
理解する

NEW

NEW

国際経済
学科

　
開
講
は
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
。
定
員
は
現
代
経
済
学
科

２
６
５
人
、
生
活
環
境
経
済

学
科
２
６
６
人
。
国
際
経
済

学
科
は
２
２
０
人
。

商
学
部
神
田
に
移
転

経
済
学
部
３
学
科
に
再
編

　
靖
国
通
り
神
田
新
校
舎

（
仮
称
）
の
工
事
が
着
々
と

神
田
新
校
舎

建
設
が
進
む

国際コミュニケーション学部誕生

建
設
が
進
む
靖
国
通
り
神
田
新
校
舎
（
仮
称
）。

右
後
ろ
は
１
号
館

５
月
12
日


